




海上保安官になって本当に良かった、
皆さんにも勧めます

海上保安庁のバックボーンは、正義と仁愛です。「正義は治

安の維持であり、仁愛は人命保護の象徴である」と初代長官

が述べられています。私はその精神を礎に海上保安大学校を

卒業し、その後海上保安学校の教官も経験しました。海上保

安庁の両教育機関では、多くの学生が目的意識をしっかりと

持って勉強、訓練に励んでおり、素晴らしい環境です。海上

保安庁は、英文名称「Japan Coast Guard」といいますが、

そのロゴマークの赤い色は、使命感・正義感に燃える海上保

安官の情熱を示しています。

昭和51年 海上保安大学校本科 卒業
海上保安庁 警備救難監

岩男 雅之

新しい知識を最大限吸収！
業務にフィードバック！！

「海の環境を守る」その裏方として
働いているのが私達です

『海を守る』意識を常に持ち
海洋権益の保全に貢献

海上保安大学校を卒業後、巡視船及び陸上勤務を経て希望が

叶い、海事関係国際条約や海事行政などを学ぶためスウェー

デンの大学院へ研修として約１年半留学しました。その後今

度は逆の立場になり、職員に対する研修、訓練を行う業務に

就いています。海上保安庁の多岐に亘る業務を遂行するのに

必要な専門知識や技能を得るために行う研修や訓練を計画

し、職員が現場で研修成果を発揮することが「海上の安全」

に繋がると信じ、日々仕事をしています。

船艇勤務を経て、現在、海上保安試験研究センター化学分析

課で仕事をしています。化学分析課では、捜査の裏付けとな

る、油や水質等の分析・鑑定を行っています。分析・鑑定と

いうと、それなりの知識が必要だと思うかもしれませんが、

やる気さえあれば、非常に勉強しやすい環境ですし、先輩方

が指導・応援をしてくれるため、分析未経験者であっても大

歓迎です。私も日々指導を受け、いつか分析・鑑定のエキス

パートになれる様努力しています。

私は現在、領海や排他的経済水域の根拠となる低潮線の保全

情報を管理する仕事に携わっています。私たち海洋情報部は

陸上での勤務を主とするため、海難救助や領海警備として巡

視船艇や航空機で現場に赴くことはありません。しかし、私

の仕事のように海洋権益の保全につながる海洋情報業務も

「海を守る」という仕事の一つです。専門的な知識や経験を

要するため、まだまだ学ぶべきことが多い私は、これから更

に貢献できるよう切磋琢磨していきたいと思います。
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平成19年 海上保安学校船舶運航システム課程 卒業
海上保安庁総務部海上保安試験研究センター化学分析課
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1学年　脇野 奈都美
海での仕事に憧れをもっており、海上保安庁の仕事は海における様々
なことに関われると思ったことが入学の動機です。入学当初、私は運
動が得意ではないため、体力的に辛いことが多々ありましたが、同期
や先輩からの励ましに助けられ乗り越えてきました。皆さん、やる気と
根気をもってぜひ受験してください。

3学年Ⅰ群　中田 早恵
海が好きなので、海上保安大学校を受験しました。女性海上保安官
にしか出来ない仕事が現場にはあり、必要とされていると信じて、現
在日々心身の練成に励んでいます。現場に赴任していく先輩を見て、
早く現場に出たいと思うことがありますが、卒業までの限られた時間
の中で、必要な知識、技能の習得により一層励みたいと思います。

4学年Ⅰ群　山下 海門
海が好きであり、海上保安官になりたいと感じるなら、ぜひ海上保安
大学校を受験してください。同じ志を持った仲間や上級生が、あなた
を待っています。寮生活や訓練に対して不安があるかもしれませんが、
新しい環境変化への不安は誰しもあるものです。在校生は、あなたを
待っています。海上保安大学校を受験しましょう。

2学年Ⅰ群　小西 貴彦
私は、海に関わる人を助けることは、とても多くの人の力になれるので
はないかと考え入学しました。海上保安庁は、日本の広い海を約
12000人の海上保安官で守っています。周囲を海に囲まれている日本
にとって、これは決して多い数ではありません。現場に出た際に、即
戦力として働けるよう日々勉強しています。
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航空課程　大庭 公貴
子供の頃からパイロットになるのが夢で、航空機を操縦して人を救助し、
日本の海を守る海上保安庁のパイロットに憧れて入学しました。学校
生活は厳しく、生半可な気持ちでは乗り越える事は出来ません。しかし、
仲間たちと協力し共に努力することで、必ず乗り越えていく事が出来
ます。受験生の皆さん、「希望果て無し」。絶対に諦めないでください。

船舶運航システム課程（航海コース）　間庭 優香
海上保安学校は、海上保安官として必要な技術・知識の習得はもち
ろん、全国各地から集まる多くの仲間と出会えるところです。座学、
訓練、実習、寮生活など忙しい毎日で、厳しく辛いことも多いです。
しかし、ここで過ごす1年間は、私が将来、海上保安官として巡視船
などで働くための基礎を身に付けることのほか、学生間で力を合わせ、
共に乗り越え、絆を深める大切な時間です。

船舶運航システム課程（主計コース）　岡本 拓真
海を舞台に、知力と体力を活かせる職業に就きたいと考え、海上保安
庁に入庁しました。海外研修でヨークタウンのUSCGの訓練施設に行
く機会をいただき、価値観を拡げることが出来ました。毎日の訓練は
体力的にも精神的にも厳しいです。しかし、現場での活躍を目指す仲
間の支えや、自分自身の努力と向上心によって大きく成長できる場で
あると思います。

情報システム課程　原口 みゆき
国際協力に興味があり、世界規模での災害対応を行っている点に惹か
れ、海上保安庁を志望しました。研修で海外に行くこともあり、私も
シンガポールを訪れる機会を頂きました。将来は語学力を高め、外国
で働きたいと考えています。受験生の皆さんもただ何となく受験する
のでなく、確固たる目的意識を持って試験に臨んで下さい。
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